
　区では、東日本大震災を踏まえた、「幸区地域
防災計画」の第一期修正を昨年12月に行うな
ど、災害に強いまちづくりに向けた取組を進め
ています。

　区では、地域防災に係る情報収集、情報共有、災害発生時の対応協議の場として、公共機関、
学校、企業、交通機関、医療機関等から成る「幸区災害対策ネットワーク協議会」を昨年１２月に
発足しました。また、分野別に４つのネットワークを立ち上げ、関係機関による具体的な対応
策の検討を進めています。
■医療救護所ネットワーク
　区、医師会、歯科医師会、病院協会、看護協
会、薬剤師会、赤十字奉仕団等の医療関係団
体が、災害時に迅速な医療救護を行えるよう必
要な対策を検討し、連携して災害に備えます。
■福祉避難所ネットワーク
　区、福祉施設、社会福祉協議会等が連携を
図り、災害時に要援護者が適切に避難できるよ
うに対策を検討し、災害に備えます。

■帰宅困難者対策ネットワーク
　区、川崎駅及び新川崎駅等の区内駅周辺の
交通事業者・企業、一時滞在施設、警察署、消
防署、地域団体等で、情報交換、災害時の初動
対応ルールの共有、訓練の実施など帰宅困難
者対策の体制を整え、災害に備えます。
■地域防災ネットワーク
　区、自主防災組織、避難所運営会議等が連
携して、平常時の防災訓練や災害時の対応な
ど相互協力体制を整え災害に備えます。
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幸区災害対策ネットワークの取組

　大地震発生時には、自宅に帰ることが困難になる人が多数発生することが予想されます。
　川崎市を含む首都圏の九都県市では、災害時に徒歩で帰宅する人たちのために、コンビニエンスストアや
ファミリーレストラン、ガソリンスタンドなどと徒歩帰宅者支援のための協定を結ん
でおり、災害時にはこれら店舗で可能な範囲でトイレ、水道水、道路交通情報などを
提供していただけます。対象店舗にはステッカーが貼ってあります。

　地域防災拠点である中学校を中心に、防災倉庫や空教室に防災備蓄品を配備しており、今後、小
学校など全避難所に防災倉庫を整備していく予定です。備蓄品はスコップ、ハンマー、つるはしなど
の資器材、アルファ化米、紙おむつなどの日用品です。
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　事業所も地域の一員として、平常時から地域活動を通じて、地域との交流を深めるとともに、災害
が発生した直後、できる範囲内で防災活動に協力し、被害の軽減や地域生活の早期復旧のため、貢
献していただく制度で、区内では平成２５年３月１１日現在、4事業所が登録しています。

幸区の津波被害想定

市では主要ターミナル駅周辺の施設を、
帰宅困難者の一時滞在施設に指定して
おり、幸区では川崎市産業振興会館、
幸市民館・図書館が指定されています。

登録年月日 事業所名 所在地 平常時における協力内容 災害時における協力内容

小倉
803-1

平成22年
3月30日 （株）ハヤカワ

鹿島建設（株）
横浜支店

川崎営業事務所
JFE

エンジニアリング
川崎支店

平成23年
9月9日

平成24年
6月26日

大宮町
1-5

オーベル
グランディオ川崎
管理組合

平成25年
2月27日

神明町
1-80-1

大宮町
1310

ミューザ川崎
セントラルタワー

15階

●日用品（タオル・軍手・雨具・懐中電灯）の提供
●資機材（バール・ジャッキ・電動カッター・フォークリフト・発電機など）の貸出
●一時避難場所（駐車場）の提供

●初期消火 ●食料品（カップラーメン・レトルト食品・米等）の提供 ●飲料水（缶・
ペットボトル飲料等）の提供 ●日用品（タオル・軍手・雨具・懐中電灯等）の提供
●衣類・身の回り品（服・防寒着・下着・タオル等）の提供 ●電気製品（テレビ・ラ
ジオ・照明器具等）の貸出●一時避難場所（会議室）の提供

●初期消火 ●日用品（タオル・軍手・雨具・懐中電灯等）の提供
●学用品（文房具・かばん等）の提供 ●一時避難場所（会議室）の提供

●一時避難場所等の提供（北側公開空地）

●地域の防災に関する会合等への参加
●地域の祭り、運動会、バザーなどの地域
　活動に対する施設の提供

●地域の防災訓練への参加
●地域の防災に関する会合等への参加
●地域の祭り、運動会、バザーなどの地域
　活動に対する施設の提供

　中学生の防災に対する意
識向上を目的に、幸消防署が
今年度から、区内の中学校に
おいて災害図上訓練（DIG）
を実施しています。
　１グループ１０人程度で中
学校区の白地図をかこみ、避
難所や危険箇所などマジック
で色を塗ったりシールを貼っ

たりして地域の特徴を把握し、
防災意識を高めるものです。
　これまで南河原中学校、御
幸中学校（ともに1年生対象）
で実施し、今月には日吉中学
校（2年生対象）でも実施予
定です。

　神奈川県が公表した想定地震のうち、川崎市に最大の津波被害をもたらす慶長型
地震による津波を想定した場合の区内の被害想定です。
　小向、小向町、戸手四丁目等の河川敷の一部で、浸水が予想されています。
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